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This study is field survey to make clear the improvement effect of Indoor Air Quality 
by Visible Light Responsive Photocatalyst in a real environment condition, which is in a 
lobby area of the complex operated by Maebashi City. Measurement of IAQ is basically to 
compare some indicators, for example concentration of VOC and fungi in the air, ATP check 
on the wall, between with VLRP in 9th floor and without it in the 8th floor. As a 
result, decreasing concentration of VOC and fungi in the air et al. by VLRP effect for a day 
was not confirmed. However, Mann-Whitney U test showed that concentration of 
formaldehyde and acetaldehyde between groups which are with VLRP and without it are 
statistically significant, and RLU data on the wall by ATP check as well. This shows that 
other factor, for example air ventilation and temperature, would more dominant IAQ than 
VLRP effect, but RLU data on the wall with VLPR is evidence about the improvement effect 
by VLRP effect. So this analytical finding suggests that an analysis in long term would be 
better than it in short term about improvement effect generated by VLRP.   

























2・1  複合施設と測定場所の概要 
 測定を実施した施設は，群馬県前橋市にある市営の複
合施設である．建物は鉄筋鉄骨コンクリート構造及び鉄
骨構造で，地上 12 階・地下 1 階建てである．1992 年に









































ス窓があり，天井高に違い（8 階 4m，9 階 3m）はある
ものの，構造はほぼ似通っている． 
 2・2  各測定方法 
2・2・1  測定概要 
光触媒施工済の 9 階ロビーと光触媒未施工の 8 階ロビ
ーの各測定データを比較・分析することによって，光触
媒による空気室改善効果を定量化する．Table1 に測定時
期・条件を示す．なお，第 6 回（2015 年 3 月 30 日）か
ら第 7 回（2016 年 1 月 22 日）の間に測定を実施してい





浮遊真菌・総バクテリア濃度， ATP （ Adenosine 
Triphosphate）拭き取り検査，パネルによる臭気測定で
ある． 




（T&D 製， TR-74Ui）を窓面から 2.0m 付近における
壁面（床高さ 1.5ｍ）と天井面に機器を設置して，いず
れも 15 分間隔でデータを記録する． 
2・2・3  各空気質測定 
化学汚染物質濃度，浮遊真菌・バクテリア濃度の測定
は，2014 年 8 月～2015 年 3 月の間に合計 6 回実施し，
第 1 回～第 3 回では，朝（7 時頃），昼（11 時頃），夕（15
時頃）の 3～4 時間間隔でそれぞれ 3 回，第 4 回以降で






InertSep mini AERO）を，VOC は活性炭チューブ（柴
田科学製，チャコールチューブ・スタンダード型）を用
いて，ミニポンプ（柴田科学製，MP-Σ30）により流量
0.5ℓ/min で 60 分間空気の捕集を行い，捕集剤に吸着し
た化学物質濃度を分析する．浮遊真菌濃度は PDA 培地
を用い，エアーサンプラー（Merck 製，MAS-100Eco）
により 50ℓ/min で 1 分間空気を培地に吹き付けた後，イ




Ⅱ）に流量 4ℓ/min で 40 分間空気をろ過させた後，液体
培地（柴田科学製，総バクテリア用）を注入し，インキ
ュベーターにて 33℃の環境下で 2 日間培養後に，コロニ
ー数をカウントする． 
2・2・4  ATP 拭き取り検査 
光触媒は有機物である ATP を分解するため，壁面の
ATP 量は光触媒有無によって影響を受けると考えられ
る．ATP 拭き取り検査は，ATP の発光量を示す RLU













































なお，2015 年 7 月から 2016 年 12 月までは 1 回/月の
頻度で測定を実施していたが，2016 年以降は 1 回/2~3
ヶ月に測定頻度を下げている． 
2・2・5  パネルによる臭気測定 
人間が感じる臭いを定量化するために，日本建築学会
規準 7)に基づく被験者（パネル）実験を，2016 年 2 月
16 日に 1 回だけ行った．パネルは前橋工科大学の学生




評価方法は入室法とし，12 人のパネルを 2 班に分け，















3・1  壁面・天井照度 
Fig.2 に，9 階の東西壁面と天井の平均照度を示す．本



















3・2  化学汚染物質濃度 
Fig.4 に化学汚染物質濃度（カルボニル化合物，VOC）
の測定結果を示す．上段が 8 階（光触媒未施工）で，下
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Fig.3 Inter-Quartile Range of Illuminance 





















































































































































































































































































































































Fig.5 Inter-Quartile Range of Density of 



































Fig.6 Inter-Quartile Range of Density of  





y = 1.39 x - 18.88 
R² = 0.62 
y = 0.57 x - 3.81 





























Witout PC With PC
Fig.7 Scatter Graph of Density of Formaldehyde 
and Indoor Temperature  


































Fig.6 Inter-Quartile Range of Concentration of 

































































































































































































































































































アルデヒドは 8 階光触媒なし 0.79（R2 =0.62），9 階光触
媒あり 0.62（R2 =0.38）であり，アセトアルデヒドは 8
階光触媒なし 0.46（R2 =0.21），9 階光触媒あり△0.16（R2 
=0.03）となり，ホルムアルデヒドの方が相関は高い．
Fig.7 に，ホルムアルデヒドの 8・9 階の気温と濃度の散













































































































































































































































































関係数を算出してみたが，8 階 0.48（R2 =0.23），9 階 0.75














3・4 ATP 拭き取り検査 
Fig.10 に，ATP 拭き取り検査の測定結果を示す．上段
が 8 階（光触媒未施工）で，下段が 9 階（光触媒施工済）
の結果である．まず，9 階は 2013 年 11 月～2015 年 6
月までの測定結果であり，9 階の起点となる 2013 年 11
月のデータは光触媒施工前で，1,500～2,300 となってい
る．それが，約 1 ヶ月が経過した 2014 年 1 月には全て
の測定ポイントにおいて 500 を下回っており，多少の上








また，2015 年 7 月以降は，光触媒施工済の 9 階だけ
でなく，光触媒未施工の 8 階においても ATP 拭き取り
検査を実施した．Fig.10 に示している測定結果はこの
2015 年 7 月～2016 年 12 月までのデータであるため，9
階データとは時期が一致していない．8 階は全体的に
RLU 値が高く，1,000～2,000 で推移しつつ，2,000 を超
える RLU 値が測定されることもある． 
化学汚染物質や浮遊真菌同様に，8 階と 9 階を比較す
ることによって，光触媒有無による RLU 値への影響を







































Fig.10. Measurement Result of ATP Check for about One-Half Year  






















Fig.11 Inter-Quartile Range of ATP Check  





有無の RLU 分布図を示す．Fig.11 より，平均値で光触






段が 8 階（光触媒未施工）で，下段が 9 階（光触媒施工
済）の結果である．数字が小さいほど臭いを感じていな








Fig.14 に 9 段階快・不快強度尺度の回答結果を示す．
数字が大きい方が快適さを示し，8・9 階共に「快でも不
快でもない（ゼロ）」の回答が多いが，「やや不快（-1）」





























WITHOUT PC WITH PC
 
Fig.13. Average and SD of odor intensity 































































































































































































WITHOUT PC WITH PC
 
Fig.15. Average and SD of Amenity Intensity 
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